
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育目標】  

令和３年度は、次の４つを重点施策として学校経営を行います！ 

 

① 学級づくりを基盤とした不登校未然防止・支援対策の充実 

② 夢や志を育み、将来の自立を目指したキャリア教育の充実 

③ 学年・学級の枠を越え、確かなつなぎを保証する組織的な学力向上対策

善の推進 

④ 学びの場としてふさわしい雰囲気のある教育環境づくり 

◆自己肯定感を育み、支持的な基盤のある学級指導 【予防的生徒指導と開発的生徒指導の推進】 

◆生徒理解を基盤とした支援体制づくり（Q-Uの活用、研究所や SSW・SCや小学校との連携強化） 

◆いじめのない学校づくり（早期発見・対応、いじめアンケート、個人面談、日々の日誌指導） 

◆校内ハローワーク、職場体験学習、進路フォーラム等のキャリア体験学習の充実  

◆生徒指導の三機能：「自己存在感」「共感的人間関係」「自己決定」を生かした教育活動の充実 

◆道徳教育の充実（指導計画の見直しと指導と評価の一体化） 

 

◆学年を縦断した教科担任制、授業の質向上と教科の組織力向上をめざす教科会の充実（改善プラン、OJT） 

◆「授業づくりのスタンダード」を柱にした授業改善と生徒授業評価、各学力検査を活用した PDCAサイクル 

◆学力定着の取組の充実（帯タイム・単語検定・宿題ノート・漢字ノート・「学力ノビール BOOK」） 

 

◆社会の一員としての自覚を育てる教育（あいさつ、掃除、整頓、TPO等【「当たり前」の徹底指導】） 

◆教職員の服務意識の確保 ◆校友会・学校支援地域本部・関係機関・異校種との連携の充実 

【研究主題】 

生徒の内的動機を高め、組織的な学力向上を目指す授業改善 

～仲間づくり・学級づくりを基本にして～ 

 

将来にむかって、日本や地域に貢献できる 

      人材を育成する学校の創造  


